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社会福祉法人しべつ福祉会　相談支援センターほっと

士別市

２００５年　 　【入会】　　学校法人旭川宝田学園　旭川明成高等学校勤務（福祉科　教諭）
２０１０年～　　　  　 　　社会福祉法人　しべつ福祉会（相談支援センターほっと　相談員）
２０１２年～　【北海道社会福祉士会　道北地区支部　幹事】
２０１４年 　　【成年後見人養成研修受講（２０１５年１１月～　１件受任開始）】
２０１５年～　【北海道社会福祉士会　生涯研修委員会（道北地区支部推薦）】
２０１８年～　【北海道社会福祉士会　理事　生涯研修委員長】

今、社会福祉士に求められているのは「確かな実践力」だと考えています。地域住民、市民、道民に
対し「実践力の高い社会福祉士の活躍」が求められています。そして、実践力の向上をバックアップす
るのが、基礎研修などを通した「生涯研修制度」だと考えています。生涯研修制度の充実は我々会員
の実践力を支える根幹をなすシステムだと感じています。
　私はこの2年間、初めて理事として生涯研修委員会を担当し、基礎研修の運営やスーパービジョン
の体制整備について取り組みました。理事としての活動を通じて、会員の皆さんの「自ら学ぶ姿勢」に
大きな刺激を頂きました。
　会員の活動にとって北海道社会福祉士会の活動は、見えづらくわかりにくい面もあると思います。し
かし、自分自身と会員の実践力向上のために、そして道民のため、地域住民のより充実した福祉の
実現のため、今期に引き続き若輩者ながら参画させていただきたく、立候補を決意致しました。

北海道社会福祉士会役員改選に伴い、道北地区支部の渡邊建司氏を役員候補として推薦いたしま
す。推薦理由といたしまして、現在、北海道社会福祉士会道北地区支部においても役員を務めてお
り、地区における研修においても企画から進行をはじめ基礎研修の指導者、新規会員向け研修や交
流会などにおいて質の向上、会員拡大のため様々な場面で中心的な役割を担っております。30代と
年齢は若いですが、その行動力と会員をまとめあげる力はすばらしいと感じております。二期目とな
る今回、北海道の理事でも益々その力は必ず発揮され、今まで以上の会の発展に貢献していただけ
るものと信じております。

このたび会員理事として、道北地区支部の渡邊建司さんを推薦いたします。渡邊さんは、高校教師と
して教育現場を経験した後、障がい者の施設・在宅福祉など多くの現場を経験され、広域の行政や相
談支援機関等から非常に厚い信頼を寄せられており、地域における障がい者の相談支援の中核的
な役割を担っていただいています。また、社会福祉士会に入会後は、積極的に役員を引き受けて下さ
り、特に、若い世代の組織率を上げるべく活動をさまざまな研修会を企画されています。北海道社会
福祉士会においても、理事としてその力量を充分に発揮され会の発展に寄与していただいてますこと
から、引き続き二期目も理事としてご活躍していただくために推薦いたします。

渡邊建司さんは明るく温厚な人柄と、障がい、高齢、児童、医療、司法と分野を問わず様々な人や機
関を結び付ける能力に長けた、まさに社会福祉士のお手本となるような方です。１市２町広域での基
幹相談支援センターの相談員として、近隣の地域全体の福祉の向上に貢献しています。また、日々
の多忙な業務の他に、成年後見人を受任したり、ケアマネジメントの資質向上を目指した事例検討会
を開催するなど、勉強と努力を惜しまない方でもあります。渡邊さんが持つ柔軟な発想と行動力は、こ
れからの社会福祉士会をさらに盛り上げていくために欠かすことができないと思います。こういった渡
邊さんの実践を間近で見てきた者として、北海道社会福祉士会の会員理事に推薦いたします。


